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県民の安全・安心を築く!
（ 治 山 事 業 ）
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写真は、平和8年度治山林道工事
コンクールの治山工事部門の最優
秀作品。復旧現場での技術者の不
断の努力の積み重ねが県民の安全・
安心を支えています。9月は防災月
間。災害への備えを今一度見直す
機会としましょう。
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公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　田中 敏隆

集合写真

木のスプーンづくり

海津市みどりの少年団とカウンセラーのみなさん

森の散策

こけ玉づくり

キャンプファイヤー

「第50回東海地区みどりの少年団（隊）サマージャンボ
リー」

を開催しました
８月５日、６日の２日間、東海三県のみどりの少年団員２７名が一堂に集い、「第５０回東海地区みどりの少年団（隊）
サマージャンボリー」を、奈良県宇陀郡曽爾村の「国立曽爾青少年自然の家」で開催しました。
今回は、７年ぶりとなる宿泊形式で、１泊２日の日程で開催しました。
１日目は、午後から開会式を行い、その後、参加者は４つのグループに分かれて活動プログラムに取り組みました。
まず、アイスブレイクで初対面の団員同士の緊張を和らげた後、「カードゲーム」、「森の中で元気のない場所で暗きょ
やしがらを使った環境整備」、「森の土のボーリング調査と間伐材丸太からコースターづくり」「森林散策とどんぐりの
木のコケ玉づくり」の４つのプログラムに分かれ、それぞれ屋外や屋内で活動しました。
また、夜にはキャンプファイヤーを行い、交流を深めるゲームなどを楽しみました。団員同士も次第に打ち解け、
仲を深めることができました。
２日目は、団員全員でプレイホールにて「木のスプーンづくり」に取り組みました。
まず、薪をスプーンの持ち手になるようさらに細く割り、形を整えながら、やすりを使って丁寧に磨いていきました。
最後にスプーンの金属部分を取り付け、一人ひとりが自分だけの木のスプーンを完成させました。
思い通りの形になるまで何度も削ったり磨いたりしながら、団員たちは時間を忘れるほど夢中になって制作に取り
組んでいました。
最後に、団員から２日間の感想を発表し、閉会式を行って解散となりました。「もう少しここにいたい」という団員
もおり、今回のサマージャンボリーを通して団員同士の交流も深まり、夏休みの良い思い出になったことと思います。
岐阜県からは、海津市みどりの少年団の７名が参加しました。
今回の開催にあたり、引率者、カウンセラー、三重県の職員、国立曽爾青少年自然の家、愛知県・三重県の緑
化推進委員会をはじめ、関係者の皆様には大変お世話になりました。この場をお借りして、厚くお礼申し上げます。
来年は、岐阜県関市での開催を予定しています。県内からも、より多くのみどりの少年団の皆さんに参加していた
だけることを期待しています。

みどりの少年団
勢ぞろい 木や森を

観察しよう

こけを丸く
できるかな

点火セレモニー

うまく
割れるかな ヤスリをかけて

仕上げ

開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

10月17日（土） 第5回狩猟免許試験
（わな）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：9月11日～9月25日
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しく

は右記にお問い合わせください。

飛騨総合庁舎

各地域を所管する県事務所等、
または自然環境課
TEL：058-272-8231

森林・林業関係イベントカレンダー（10月）
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ー 岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結事業者のご紹介 ー

　県では「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例」に基づき、事業者と協定を締結し、県産材の利用を促進す
る構想の実現に向けて連携して取り組むことで、脱炭素社会の実現や循環型社会の形成、地域経済の活性化を目
指しています。
　これまでに４２事業者の皆様と協定を締結しました。順次、協定締結事業者の取り組みを紹介します。

＜今までの取組み＞
　社会福祉法人保城福祉会では、認定こども
園「保城さくらんぼこども園」を運営し、こども
たちが安心して過ごせる環境づくりに取り組ん
できました。その一環として、園舎に隣接する
「保城さくらんぼこども園遊戯棟」を整備し、
岐阜県産材を活用した現し梁や柱を採用して
います。木のぬくもりや香りを感じられる空間
は、園児や保護者からも好評で、日々の遊びや
活動の場として活用されています。また、法人
の会議や交流の場としても利用し、県産材の魅
力を感じられる施設づくりを進めてきました。

＜今後の取組み＞
　令和８年８月から放課後等デイサービス事業
を開始しました。認定こども園の運営で培った
経験を生かし、こども一人ひとりの成長や個性
に寄り添いながら、安全・安心に過ごせる居場
所づくりに取り組みます。また、多様な遊びや
体験活動を通じて、こどもたちの自己肯定感や
社会性を育む支援を行っていきます。今後も施
設整備や備品更新の際には岐阜県産材を活用
し、木のぬくもりを感じられる環境づくりを進
めていきます。

＜事業者概要＞
〇所在地　
　兵庫県姫路市保城184-1　
〇主な業務内容　
　認定こども園の運営、　　
　放課後等デイサービス事業
〇ホームページURL　
https://www.ans.co.jp/n/houshirosakuranbo/

　　

社会福祉法人保城福祉会

16

各協定締結者には、県産材の活用について積極的な普及啓発に努めていただきます。

岐阜県産材を使用した椅子・テーブル

木のぬくもりを感じる遊戯棟の階段

現し梁や柱が特徴の遊戯棟内部
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【
労
働
災
害
発
生
状
況
】

　

岐
阜
県
内
で
令
和
8
年（
7
月
末
速
報
値
）に

発
生
し
た
休
業
4
日
以
上
の
労
働
災
害
に
よ
る

全
産
業
の
死
傷
者
数（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
も
の
を
除
く
）は
、
1
2
0
0

人
と
前
年
同
時
期
に
比
べ
て
54
人（
4.7
%
）増
加

し
て
い
ま
す
。
死
亡
者
数
は
2
人
で
前
年
同
時

期
に
比
べ
1
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
業
種
別
で
は
、
製
造
業
が
3
6
9
人
で

前
年
同
時
期
に
比
べ
32
人（
5.6
%
）減
少
、
建

設
業
が
1
0
4
人
で
前
年
同
時
期
に
比
べ
8

人（
7.1
%
）の
減
少
、
運
送
業
が
1
3
9
人
で

前
年
同
時
期
に
比
べ
43
人（
44
・
8
%
）の
増

加
、
林
業
が
23
人
で
前
年
同
時
期
に
比
べ
7
人

（
23
・
3
%
）の
減
少
、
商
業
等
の
第
三
次
産
業

5
4
1
人
で
前
年
同
時
期
に
比
べ
49
人（
10
・

0
%
）の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
運
送
業
の

増
加
と
並
び
商
業
等
の
第
三
次
産
業
に
お
け
る

労
働
災
害
の
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
】

　

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
死
傷
者
数
は
、

令
和
元
年
ま
で
は
50
人
を
超
え
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
2
年
以
降
は
40
人
台
で
増
減
を
繰
り

返
し
て
お
り
、
近
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
す
。

て
」、「
関
係
行
政
機
関
の
連
携
の
強
化
」、「
関
係

行
政
機
関
と
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防

止
協
会
等
と
の
連
携
の
強
化
」、「
発
注
者
に
お

け
る
取
組
」の
9
項
目
と
な
り
ま
す
。

　

伐
木
等
作
業
に
係
る
安
全
対
策
講
習
会
、
委

託
事
業
者
は（
株
）森
林
環
境
リ
ア
ラ
イ
ズ
と
な

り
ま
す
の
で
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
の
た
め
、
伐

木
作
業
等
に
係
る
労
働
安
全
衛
生
規
則
に
基
づ

く
措
置
や「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作

業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
27

年
）に
示
さ
れ
て
い
る
措
置
を
遵
守
し
、
伐
木

作
業
中
の
立
入
禁
止
措
置
、
か
か
り
木
処
理
作

業
に
お
け
る
危
険
防
止
等
の
安
全
対
策
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
全
国
労
働
衛
生
週
間
】

　
「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」は
、
労
働
者
の
健
康

管
理
や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
、
労
働
衛
生
に

関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
職
場

に
お
け
る
自
主
的
な
衛
生
活
動
を
促
進
し
、
労

働
者
の
健
康
の
確
保
と
快
適
な
職
場
環
境
の
形

成
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
取
組
で

す
。
昭
和
25
年
に
開
始
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
10

月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
を
本
週
間
、
9
月
1
日

か
ら
30
日
ま
で
を
準
備
期
間
と
し
て
実
施
し
て

お
り
、
今
年
で
第
77
回
を
迎
え
ま
す
。

　

労
働
者
が
心
身
と
も
に
健
康
で
働
き
続
け
る

た
め
に
は
、
定
期
健
康
診
断
の
受
診
や
職
場
環

境
の
改
善
に
加
え
、
各
種
研
修
や
安
全
衛
生
教

育
を
通
じ
て
健
康
管
理
や
労
働
衛
生
に
関
す
る

知
識
を
深
め
、
健
康
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」を
機
に
、
事
業
者
の

実
情
に
応
じ
た
研
修
や
職
場
点
検
な
ど
を
積

極
的
に
実
施
し
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

【
岐
阜
労
働
局
健
康
安
全
課
】

　
（
写
真
は
、
県
内
の
事
業
体
に
お
け
る「
か
か

り
木
」処
理
研
修
の
様
子
で
す
。
か
か
り
木
処

理
は
危
険
性
の
高
い
作
業
で
す
。
複
数
人
で
確

認
し
な
が
ら
安
全
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。）

令
和
8
年（
7
月
末
速
報
値
）の
死
傷
者
23
人
の

う
ち
、
事
故
の
型
別
で
は
、
飛
来
・
落
下
が
7

人（
30
・
4
%
）と
最
も
多
く
、
転
倒
が
5
人
、

激
突
さ
れ
が
5
人
と
こ
の
3
つ
の
事
故
の
型
で

約
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
は
、
40

歳
代
と
50
歳
代
が
7
人
、
60
歳
以
上
が
5
人
、

20
歳
代
以
下
が
4
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
起
因

物
別
で
は「
立
木
等
」を
起
因
物
と
す
る
災
害
は

14
人
で
、
伐
木
作
業
中
の
災
害
が
多
く
発
生
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

【
林
業
に
お
け
る
安
全
対
策
留
意
事
項
】

　

厚
生
労
働
省
で
は
近
年
、
林
業
の
安
全
衛
生

対
策
の
推
進
の
た
め
に
、
毎
年
留
意
事
項
を
取

り
ま
と
め
、
林
業
関
係
者
に
周
知
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
8
年
度
の
留
意
事
項（
令
和
8
年

3
月
27
日
付
け
基
安
安
発
0
3
2
7
第
2
号
、

基
安
労
発
0
3
2
7
第
1
号
）は
、「
第
14
次
労

働
災
害
防
止
計
画
に
基
づ
く
対
策
の
推
進
」、

「
伐
木
等
作
業
に
お
け
る
安
全
衛
生
対
策
の
推

進
」、「
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
等
の
施
行
」、「
帰

還
困
難
区
域
の
森
林
整
備
に
お
け
る
被
ば
く

低
減
対
策
等
の
徹
底
」、「
安
全
衛
生
教
育
の
推

進
」、「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
に

係
る
安
全
対
策
講
習
会
へ
の
参
加
勧
奨
に
つ
い
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林
道
の
法
面
に
お
け
る
獣
害
対
策
に
つ
い
て

（
シ
カ
侵
入
防
止
金
属
枠
工
法
の
検
証
）岐

阜
農
林
事
務
所
　
　
村
井 

弘
人

　
概
　
要

近
年
、
農
林
業
に
お
い
て
野
生
動
物
に
よ

る
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

林
道
の
法
面
も
例
外
で
は
な
く
、
緑
化
し

た
法
面
に
お
い
て
シ
カ
に
よ
る
食
害
や
踏
み

荒
ら
し
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
農
林
事
務
所
が
開
設
工
事
を
行
っ
て

い
る
林
道
伊
自
良
～
根
尾
線
で
は
、
獣
害
対

策
と
し
て
平
成
29
年
度
か
ら
金
属
枠
を
用
い

た
工
法
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
。

対
策
を
講
じ
た
法
面
の
現
況
調
査
を
行

い
、
今
後
の
対
策
を
検
討
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

　
工
　
法

法
面
保
護
工
に
は
早
期
緑
化
を
目
的
と
し

て
、
植
生
基
材
吹
付
工
又
は
植
生
マ
ッ
ト
工

を
選
定
し
た
。

獣
害
対
策
に
は
、
シ
カ
の
侵
入
防
止
を
目

的
と
し
て
、
縦
横
寸
法
1
m
、
高
さ
15
㎝
、

太
さ
4
㎜
、
網
目
10
㎝
程
度
の
金
属
枠
を
額

縁
状
に
設
置
し
た
。

　
法
面
の
状
況
　
植
生
基
材
吹
付
工

法
面
保
護
工
に
植
生
基
材
吹
付
工
を
用
い

た
箇
所
に
つ
い
て

○
金
属
枠

ず
れ
、
変
形
が
発
生

○
法
面

基
盤
材
の
流
亡
、
地
山
に
浸
食
が
発
生

○
植
生

施
工
後
1
年
経
過
し
た
箇
所
で
は
、
基
盤

材
の
流
亡
、
踏
み
荒
ら
し
の
無
か
っ
た
箇
所

に
つ
い
て
は
植
生
が
回
復
し
て
い
た
。

施
工
後
7
年
経
過
し
た
箇
所
で
は
、
基
盤

材
の
大
部
分
が
流
亡
し
て
お
り
、
植
生
の
回

復
は
わ
ず
か
で
し
た
。

　
法
面
の
状
況
　
植
生
マ
ッ
ト
工

法
面
保
護
工
に
植
生
マ
ッ
ト
工
を
用
い
た

箇
所
に
つ
い
て

○
金
属
枠

ず
れ
、
変
形
が
発
生

○
法
面

マ
ッ
ト
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る

○
植
生

施
工
後
2
年
経
過
し
た
箇
所
は
、
植
生
が

全
体
的
に
回
復
し
て
い
た
。

施
工
後
5
年
経
過
し
た
箇
所
は
施
工
後
2

年
経
過
し
た
箇
所
と
比
較
し
て
、
植
生
の
回

復
は
部
分
的
で
し
た
。

金属枠の設置状況

施工後１年

施工後７年

 

概 

要  

近
年
、
農
林
業
に
お
い
て
野
生
動
物
に

よ
る
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。 

林
道
の
法
面
も
例
外
で
は
な
く
、
緑
化

し
た
法
面
に
お
い
て
シ
カ
に
よ
る
食
害
や
踏

み
荒
ら
し
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

岐
阜
農
林
事
務
所
が
開
設
工
事
を
行
っ

て
い
る
林
道
伊
自
良
～
根
尾
線
で
は
、
獣
害

対
策
と
し
て
平
成
２
９
年
度
か
ら
金
属
枠

を
用
い
た
工
法
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
。 

対
策
を
講
じ
た
法
面
の
現
況
調
査
を
行

い
、
今
後
の
対
策
を
検
討
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。 

 

工 

法  

法
面
保
護
工
に
は
早
期
緑
化
を
目
的
と

し
て
、
植
生
基
材
吹
付
工
又
は
植
生
マ
ッ
ト

工
を
選
定
し
た
。 

獣
害
対
策
に
は
、
シ
カ
の
侵
入
防
止
を
目

的
と
し
て
、
縦
横
寸
法
１
ｍ 

、
高
さ
１
５
ｃ
ｍ
、

太
さ
４
ｍ
ｍ
、
網
目
１
０
ｃ
ｍ 

程
度
の
金
属
枠

を
額
縁
状
に
設
置
し
た
。 

  

                        

法
面
の
状
況 

植
生
基
材
吹
付
工 

法
面
保
護
工
に
植
生
基
材
吹
付
工
を
用

い
た
箇
所
に
つ
い
て 

○
金
属
枠 

ず
れ
、
変
形
が
発
生

○
法
面

植
生
基
材
の
流
亡
、
地
山
に
浸
食
が
発

生○
植
生

施
工
後
１
年
経
過
し
た
箇
所
で
は
、
植

生
基
材
の
流
亡
、
踏
み
荒
ら
し
の
無
か
っ
た

箇
所
に
つ
い
て
は
植
生
が
回
復
し
て
い
た
。

施
工
後
７
年
経
過
し
た
箇
所
で
は
、
植

生
基
材
の
大
部
分
が
流
亡
し
て
お
り
、
植

生
の
回
復
は
わ
ず
か
で
し
た
。

 

法
面
の
状
況 

植
生
マ
ッ
ト
工 

法
面
保
護
工
に
植
生
マ
ッ
ト
工
を
用
い
た

箇
所
に
つ
い
て 

○
金
属
枠 

ず
れ
、
変
形
が
発
生

○
法
面

マ
ッ
ト
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る

○
植
生

施
工
後
２
年
経
過
し
た
箇
所
は
、
植
生

が
全
体
的
に
回
復
し
て
い
た
。

施
工
後
５
年
経
過
し
た
箇
所
は
施
工
後

２
年
経
過
し
た
箇
所
と
比
較
し
て
、
植
生
の

回
復
は
部
分
的
で
し
た
。

   

 

 
金属枠の設置状況 

 
 

金属枠の詳細 

 

縦縦 横横 寸寸 法法 １１ｍｍ

高高 ささ １１５５ｃｃｍｍ

太太 ささ ４４ｍｍｍｍ

網網 目目 １１００ｃｃｍｍ前前後後

金属枠

植生工
・植生基材吹付工
・植生マット工

 
施工後１年 

 

 
施工後７年 
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現
地
状
況
の
ま
と
め

現
地
状
況
を
ま
と
め
た
表
を
示
す
。

○
金
属
枠

金
属
枠
を
植
生
マ
ッ
ト
工
と
あ
わ
せ
て
施

工
し
た
箇
所
の
施
工
後
2
年
の
箇
所
の
み
が

健
全
な
状
態
を
保
っ
て
い
た
。

そ
の
他
の
箇
所
は
変
形
・
ず
れ
が
確
認
さ

れ
た
。

○
法
面

植
生
基
材
吹
付
工
の
施
工
箇
所
で
は
、
踏

み
荒
ら
し
や
積
雪
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
、
基
盤
材
が
流
亡
し
、

地
山
の
浸
食
が
確
認
さ
れ
た
。

植
生
マ
ッ
ト
工
の
施
工
箇
所
は
、
マ
ッ
ト

に
よ
り
地
山
が
保
護
さ
れ
て
い
る
た
め
法
面

の
浸
食
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

○
植
生　

施
工
か
ら
1
年
～
2
年
経
過
し
た
箇
所
で

は
、
植
生
基
材
吹
付
工
の
施
工
箇
所
、
植
生

マ
ッ
ト
工
の
施
工
箇
所
と
も
に
、
基
盤
材
に

含
ま
れ
る
種
子
に
よ
り
植
生
が
回
復
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

施
工
か
ら
4
年
以
上
経
過
し
た
箇
所
に
つ

い
て
は
、
植
生
基
材
吹
付
工
は
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
、
植
生
は
衰
退
し
て
お
り
、
合

わ
せ
て
基
盤
材
の
流
亡
に
よ
り
植
生
の
回
復

が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

植
生
マ
ッ
ト
工
に
つ
い
て
も
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
、
植
生
が
衰
退
し
て
い
た
が
、

在
来
植
生
の
侵
入
が
確
認
で
き
た
箇
所
も

あ
っ
た
。

　
今
後
の
獣
害
対
策
工
法

○
法
面
保
護
工

植
生
基
材
吹
付
工
は
植
生
基
盤
の
流
亡
が

確
認
さ
れ
、
長
期
的
に
植
生
の
回
復
を
期
待

す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
た
。

植
生
マ
ッ
ト
工
は
食
害
の
発
生
は
確
認
さ

れ
た
が
、
踏
み
荒
ら
し
や
積
雪
の
影
響
は
植

生
基
材
吹
付
工
に
比
べ
る
と
少
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
植
生
マ
ッ
ト
工
の
採
用
を
続

け
る
こ
と
と
し
た
。

○
獣
害
対
策

シ
カ
の
侵
入
を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
食
害
・
踏
み
荒
ら
し
が
発
生
し
た
。

そ
の
た
め
、
別
の
工
法
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

○
今
後
の
獣
害
対
策
工
法

金
属
枠
に
よ
る
獣
害
対
策
工
法
を
見
直

し
、
シ
カ
食
害
対
策
用
金
網
を
用
い
る
こ
と

と
し
た
。

シ
カ
食
害
対
策
用
金
網
の
特
徴
は
、
金
網

に
3
㎝
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
、
網
目
の
大
き

さ
が
4
㎝
四
方
の
網
目
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、
金
網
に
3

㎝
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、食
害
に
あ
っ

た
場
合
で
も
、
3
㎝
以
上
の
草
丈
を
確
保
す

る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
成
長
点
の
保
護
が

可
能
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
網
目
の
大
き
さ
が
4
㎝
四
方
と
鹿

の
足
よ
り
小
さ
い
た
め
植
生
や
植
生
基
盤
が

直
接
踏
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
。

植
生
マ
ッ
ト
を
金
網
で
固
定
す
る
た
め
、

踏
み
荒
ら
し
や
積
雪
に
よ
る
基
盤
材
の
流
亡

を
抑
制
出
来
る
こ
と
で
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み

現
地
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
カ
ヤ
が
自
生
し

て
お
り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
林
道
法
面
へ

の
侵
入
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
の
た
め
、
在
来
の
植
生
の
林
道
法
面
へ

の
侵
入
を
促
進
す
る
こ
と
を
考
え
た
。

カ
ヤ
株
を
法
面
の
上
部
に
植
え
る
こ
と

で
、
種
子
の
供
給
を
お
こ
な
う
計
画
で
す
。

令
和
8
年
の
春
に
施
工
予
定
の
た
め
、
経

過
観
察
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

施工後２年施工後５年

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

0
5
8

－

2
1
4

－

7
4
0
6岐

阜
農
林
事
務
所
ま
で

                       

現
地
状
況
の
ま
と
め 

現
地
状
況
を
ま
と
め
た
表
を
示
す
。 

    

             ○
金
属
枠 

金
属
枠
を
植
生
マ
ッ
ト
工
と
あ
わ
せ
て

施
工
し
た
箇
所
の
施
工
後
２
年
の
箇
所
の

み
が
健
全
な
状
態
を
保
っ
て
い
た
。 

そ
の
他
の
箇
所
は
変
形
・ず
れ
が
確
認
さ

れ
た
。 

○
法
面 

植
生
基
材
吹
付
工
の
施
工
箇
所
で
は
、

踏
み
荒
ら
し
や
積
雪
に
よ
る
影
響
を
受
け
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
基
盤
材
が
流
亡

し
、
地
山
の
浸
食
が
確
認
さ
れ
た
。 

植
生
マ
ッ
ト
工
の
施
工
箇
所
は
、
マ
ッ
ト
に

よ
り
地
山
が
保
護
さ
れ
て
い
る
た
め
法
面

の
浸
食
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。 

○
植
生 

 

 

施
工
か
ら
１
年
～
２
年
経
過
し
た
箇
所
で

は
、
植
生
基
材
吹
付
工
の
施
工
箇
所
、
植

生
マ
ッ
ト
工
の
施
工
箇
所
と
も
に
、
基
盤
材

に
含
ま
れ
る
種
子
に
よ
り
植
生
が
回
復
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

施
工
か
ら
４
年
以
上
経
過
し
た
箇
所
に
つ

い
て
は
、
植
生
基
材
吹
付
工
は
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
、
植
生
は
衰
退
し
て
お
り
、
合

わ
せ
て
基
盤
材
の
流
亡
に
よ
り
植
生
の
回

復
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
。 

 

植
生
マ
ッ
ト
工
に
つ
い
て
も
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
、
植
生
が
衰
退
し
て
い
た
が
、
在

来
植
生
の
侵
入
が
確
認
で
き
た
箇
所
も
あ

っ
た
。 

今
後
の
獣
害
対
策
工
法 

○
法
面
保
護
工 

 

植
生
基
材
吹
付
工
は
植
生
基
盤
の
流
亡

が
確
認
さ
れ
、
長
期
的
に
植
生
の
回
復
を

期
待
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
た
。 

 

植
生
マ
ッ
ト
工
は
食
害
の
発
生
は
確
認
さ

れ
た
が
、
踏
み
荒
ら
し
や
積
雪
の
影
響
は

植
生
基
材
吹
付
工
に
比
べ
る
と
少
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
た
め
、
植
生
マ
ッ
ト
工
の
採
用
を
続

け
る
こ
と
と
し
た
。 

○
獣
害
対
策 

 

シ
カ
の
侵
入
を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
食
害
・踏
み
荒
ら
し
が
発
生
し
た
。 

そ
の
た
め
、
別
の
工
法
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。 

 

○
今
後
の
獣
害
対
策
工
法 

 

金
属
枠
に
よ
る
獣
害
対
策
工
法
を
見
直

し
、
シ
カ
食
害
対
策
用
金
網
を
用
い
る
こ
と

と
し
た
。 

シ
カ
食
害
対
策
用
金
網
の
特
徴
は
、
金

網
に
３
ｃ
ｍ 

の
厚
み
が
あ
る
こ
と
、
網
目
の

大
き
さ
が
４
ｃ
ｍ 

四
方
の
網
目
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。 

期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、
金
網
に
３

ｃ
ｍ 

の
厚
み
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
食
害
に

あ
っ
た
場
合
で
も
、
３
ｃ
ｍ 

以
上
の
草
丈
を

確
保
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
成
長
点
の

保
護
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。 

ま
た
、
網
目
の
大
き
さ
が
４
ｃ
ｍ 

四
方
と

鹿
の
足
よ
り
小
さ
い
た
め
植
生
や
植
生
基

盤
が
直
接
踏
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
。 

植
生
マ
ッ
ト
を
金
網
で
固
定
す
る
た
め
、

踏
み
荒
ら
し
積
雪
に
よ
る
基
盤
材
の
流
亡

を
抑
制
出
来
る
こ
と
で
す
。 

新
た
な
取
り
組
み 

 

現
地
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
カ
ヤ
が
自
生
し

て
お
り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
林
道
法
面
へ

の
侵
入
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

そ
の
た
め
、
在
来
の
植
生
の
林
道
法
面
へ

の
侵
入
を
促
進
す
る
こ
と
を
考
え
た
。 

カ
ヤ
株
を
法
面
の
上
部
に
植
え
る
こ
と

で
、
種
子
の
供
給
を
お
こ
な
う
計
画
で
す
。 

令
和
８
年
の
春
に
施
工
予
定
の
た
め
、
経

過
観
察
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

 
施工後２年 

 

 
施工後５年 
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（
公
社
）岐
阜
県
山
林
協
会

山
内
　
　登

藤
原
　
　勉

可
児
　
　登

髙
井
　峰
好

（
下
呂
市
長
）

 （
本
巣
市
長
）

（
可
茂
森
林
組
合
長
）

※

専
務
理
事
を
兼
務 

会
　
長

副
会
長

理
　
事

監
　
事

（
多
治
見
市
長
）

（
中
津
川
市
森
林
組
合
長
）

（
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会

  

常
務
理
事
） 

（
山
県
市
長
）

（
関
ケ
原
町
長
）

（
揖
斐
川
町
長
）

（
関
市
長
）

（
郡
上
市
長
）

（
白
川
町
長
）

（
中
津
川
市
長
）

（
飛
驒
市
長
）

（
白
川
村
長
）

（
飛
驒
市
森
林
組
合
長
）

令
和
８
年
度
　
役
員
一
覧

令
和
八
年
度
定
時
総
会
開
催

令和８年度治山林道工事コンクール最優秀工事等のご紹介

（林道維持管理の部 - 山県市）

（林道木材使用工事の部 - 恵那農林事務所）

（治山工事の部 - 金子工業㈱）

（林道工事の部 - 加藤建設㈱）

（
公
益
社
団
法
人

  

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

  

専
務
理
事
）

林
　
　宏
優

西
脇
　康
世

岡
部
　栄
一

山
下
　清
司

山
川
　弘
保

佐
伯
　正
貴

小
栗
　仁
志

都
竹
　淳
也

成
原
　
　茂

上
川
渡
福
雄

田
中
　敏
隆

髙
木
　貴
行

川
邉
　
　武

神
原
　和
義

の
森
林
地
域
へ
の
増
額
の
３
点
を
重
点
課

題
と
し
、
国
等
へ
の
要
望
活
動
を
強
化
し

て
い
く
。
折
し
も
今
年
は
御
嶽
山
の
国
定

公
園
指
定
や「
山
の
日
」全
国
大
会
開
催
な

ど
、
山
の
価
値
を
再
認
識
す
る
機
運
が
高

ま
っ
て
お
り
、
森
林
教
育
や
広
報
活
動
を

強
化
し
た
い
。
森
林
を
守
り
育
て
、
県
民

の
安
全
と
豊
か
な
地
域
社
会
を
未
来
に
繋

げ
る
た
め
、
引
き
続
き
協
会
活
動
へ
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
。」と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
賜

り
、
最
初
に
知
事
代
理
の
長
谷
川
県
林
政

部
長
か
ら
は
、「
新
た
な
施
策
と
し
て
針
広

混
交
林
誘
導
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
、
中

　

去
る
八
月
六
日
、
岐
阜
市
の
ホ
テ
ル
に

お
い
て
令
和
八
年
度
定
時
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
山
内
会
長
か
ら「
近

年
、
豪
雨
や
地
震
な
ど
自
然
災
害
が
激
甚

化
し
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
に
伴

う
集
中
豪
雨
の
増
加
や
台
風
の
大
型
化
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
山
地
災
害
の
危
険
性

も
含
め
、
災
害
リ
ス
ク
は
確
実
に
高
ま
っ

て
い
る
。
一
方
で
森
林
の
多
面
的
機
能
へ

の
社
会
的
要
請
は
強
く
な
っ
て
お
り
、
必

要
な
治
山
対
策
や
森
林
整
備
を
計
画
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
、
特
に
①
安
定
し
た
予

算
確
保
、
②
人
件
費
・
資
材
高
騰
へ
の
対

応
と
歩
掛
見
直
し
、
③
森
林
環
境
譲
与
税

堅
技
術
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
労
働
安

全
対
策
、
住
宅
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
助

成
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
第
五
期
の
森

林
づ
く
り
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て

お
り
、
持
続
可
能
な
森
林
・
林
業
の
実
現

に
向
け
、
皆
さ
ん
の
助
言
を
賜
り
な
が
ら

進
め
る
。
最
後
に
協
会
の
益
々
の
発
展
と

参
集
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
。」と

お
祝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
野
庁
長
官
代
理
の
治
山
課
の

藤
田
課
長
補
佐
か
ら
は
、「
６
月
に
、
百
年

つ
づ
く『
森
の
国
・
木
の
街
』を
副
題
と

す
る
新
た
な
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
関
係
者
が
未
来
に
希
望
を
も
っ
て
新

た
な
取
組
み
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
施
策
の

展
開
を
図
る
。」と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

こ
の
ほ
か
県
議
会
松
岡
議
長
、
日
本
治
山

治
水
協
会
の
中
山
部
長
か
ら
も
ご
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
七
年
度
事
業
報
告
と

収
支
決
算
、
令
和
八
年
度
の
会
費
の
額
な

ど
の
二
つ
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
後
、
今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当

た
る
た
め
、
第
三
号
議
案
で
新
役
員
の
選

任
を
諮
り
、
十
八
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

山内 会長

長谷川 県林政部長

藤田 林野庁課長補佐
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山
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原
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可
児
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髙
井
　峰
好

（
下
呂
市
長
）

 （
本
巣
市
長
）

（
可
茂
森
林
組
合
長
）

※

専
務
理
事
を
兼
務 

会
　
長

副
会
長

理
　
事

監
　
事

（
多
治
見
市
長
）

（
中
津
川
市
森
林
組
合
長
）

（
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会

  

常
務
理
事
） 

（
山
県
市
長
）

（
関
ケ
原
町
長
）

（
揖
斐
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町
長
）

（
関
市
長
）

（
郡
上
市
長
）

（
白
川
町
長
）

（
中
津
川
市
長
）

（
飛
驒
市
長
）

（
白
川
村
長
）

（
飛
驒
市
森
林
組
合
長
）

令
和
８
年
度
　
役
員
一
覧

令
和
八
年
度
定
時
総
会
開
催

令和８年度治山林道工事コンクール最優秀工事等のご紹介

（林道維持管理の部 - 山県市）

（林道木材使用工事の部 - 恵那農林事務所）

（治山工事の部 - 金子工業㈱）

（林道工事の部 - 加藤建設㈱）

（
公
益
社
団
法
人

  

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

  

専
務
理
事
）

林
　
　宏
優

西
脇
　康
世

岡
部
　栄
一

山
下
　清
司

山
川
　弘
保

佐
伯
　正
貴

小
栗
　仁
志

都
竹
　淳
也

成
原
　
　茂

上
川
渡
福
雄

田
中
　敏
隆

髙
木
　貴
行

川
邉
　
　武

神
原
　和
義

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
令
和
八
年
度
治

山
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
・
優
秀

を
受
賞
さ
れ
た
八
名
に
賞
状
と
副
賞
の
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
部
門
の
最
優
秀
表
彰
者
は（
一

社
）日
本
治
山
治
水
協
会
・
日
本
林
道
協

会
主
催
の
全
国
治
山
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー

ル
に
岐
阜
県
代
表
と
し
て
推
薦
し
ま
す
。

知事表彰（山県市長）受賞者全員の記念撮影

■受賞者一覧
部　　門 表彰区分 工事名（路線名） 受　賞　者　名

林道維持管理
最優秀 林道椿野～はじかみ線 山県市

優秀 林道傍仲線 恵那市

治山工事

最優秀 公共復旧治山工事（補正）　寺洞地区工事 金子工業㈱ - 下呂市

優秀 公共復旧治山事業（ゼロ国） 越田土 ㈱所組 - 本巣市

優秀 緊急予防治山事業　長洞谷地区工事 ( 補 ) 所産業㈱ - 揖斐川町

入選 予防治山工事　西山地区工事 ㈱新晃 - 垂井町

入選 公共予防治山事業　黒ノ田地区工事外２ ㈱西尾建設 - 瑞浪市

入選 公共復旧治山事業　広野（出口谷）地区工事 ㈱加地工務店 - 中津川市

林道工事

最優秀 揖林第 0602 号　農山漁村地域整備推進交付金事業　林業専用道倉之谷線開設工事 加藤建設㈱ - 揖斐川町

優秀 地方創生道整備推進交付金事業 林道二間手～水沢上線（４工区）開設工事 オクド㈱ - 郡上市

入選 令和６年度　公共　地方創生道整備推進交付金事業　森林基幹道　三森山（５－２）線開設工事 ㈱矢野土木 - 恵那市
林道木材
使用工事 最優秀 令和７年度　山村強靭化林道整備事業　森林基幹道 尾城山（５）－２線開設工事 恵那農林事務所森林保全課
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事

川尻 秀樹

森林サービス産業

「ぎふ森のある暮らし」の お便り

　令和５年１月に設立された「ぎふ森のある暮らし推進協議会」から「遊び」「学び」「健康」などに森林を活用する「森林サー
ビス産業」に取り組む会員の活動をご紹介します！

一般社団法人KASANE ＆ NENO自然体験合同会社第9回

一般社団法人 KASANE

ぎふ森のある暮らし推進協議会では、県内で「森林サービス産業」に取り組んでいる/取り組もうと
している方を会員として募集しております。詳しくは下記までお問い合わせください。

TEL:058-272-8472  メールアドレス:c11513@pref.gifu.lg.jp

●活動内容
　私たちは前身である任
意 団 体musubi（2017
年～）の思いを引き継
ぎ、“森も人も健康を取
り戻す”取り組みを、決
意をもって進めていきた
いと考え2025年に法人化した団体です。
　『森と人の命を結び未来にかさねる』という理念
を掲げ、木のものづくりや、日本文化を中心に伝え
ることを通して森林・林業・木材産業の担い手育成
や森づくりに寄与したいと考えています。

●推しポイント
　これまで「質の高い教育」を目指して取り組んで
きましたが、コロナ禍を経て「福祉」の視点も加わ
りました。生きた知恵を持つ高齢者と共に子どもた
ちに引き継ぐべく、木育を手段とした地域づくり、人
づくりに取り組んでいます。

NENO 自然体験合同会社

●活動内容
　「人と自然を仲良くする、そのお手伝いをしていま
す」と掲げ、自然体験の企画、コーディネート、イン
ストラクターを主な業務にし、恵那市と中津川市の
境にある根の上高原をホームゲレンデとしながら東
濃圏域で活動しています。
　具体的には、季節に応じたネイチャリングツアー
やワークショップ、小学生向けキャンプや自然体験
学校、林間学校の受け入れ、企業と協働したフィー
ルドの活用、木育の普及などを行っています。

●推しポイント
　素朴な仕掛けで、なんでもない野山が楽しい学び
場となるように工夫しています。楽しいだけで終わ
らない自然と一緒に
過ごした経験を持っ
て帰ってもらえるこ
とを目指しています。

●KASANEのリンク先はこちら
　URL：http://musubikasaneru.com/home/

●NENO自然体験合同会社のリンク先はこちら
　URL：https://www.nenoway.com/

ぎふ森のある暮らし
推進協議会について
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事

川尻 秀樹

　

林
業
関
係
者
と
話
を
す
る
中
で
、

「
最
近
は
小
学
4
年
生
の
社
会
科
で
飲

料
水
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の

中
で
水
を
蓄
え
る
役
割
を
持
つ
水
源
林

と
し
て
、
森
林
に
つ
い
て
学
ぶ
ん
で
す

よ
」
と
小
学
校
で
の
学
び
に
つ
い
て
話

を
し
ま
し
た
。

　

森
に
降
る
雨
は
樹
木
の
葉
や
幹
を
伝

わ
り
流
れ
た
り
、
林
床
に
直
接
降
っ
た

雨
が
森
林
の
腐
植
層
を
透
過
す
る
こ
と

で
、
酸
性
化
し
た
り
ア
ル
カ
リ
化
し
て

地
下
に
移
行
し
ま
す
。
森
で
不
純
物
を

濾
過
し
た
水
は
、
地
下
で
様
々
な
成
分

を
溶
か
し
込
む
こ
と
で
味
が
変
わ
り
、

特
に
火
山
地
帯
で
石
灰
岩
（
炭
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
等
）
の
多
い
地
域
で
は
、
地
下

水
の
「
硬
度
」
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
有
名
な
欧

州
の
硬
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
だ
と
１
０
０

㎖
中
のC

a
C
O
3

（
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）

濃
度
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
１
，０
０
０
㎖

中
のC

a
C
O
3

濃
度
で
、
ド
イ
ツ
で
は

１
０
０
㎖
中
のC

a
O

（
酸
化
カ
ル
シ
ウ

ム
）
濃
度
で
表
し
ま
す
。

　

日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
硬
度
と
ド
イ
ツ

硬
度
の
両
方
が
使
わ
れ
、
世
界
保
健

機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
「
軟
水
」
は
0
～
60
　

mg
／
ℓ
、
「
硬

水
」
は
１
２
０
～
１
８
０
　

mg
／
ℓ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
軟
水
が
主
流
で
、
地
域
的
に

は
北
海
道
や
秋
田
、
宮
城
、
新
潟
、
愛

知
、
島
根
な
ど
は
極
め
て
軟
水
で
、
東

京
や
神
奈
川
、
群
馬
、
滋
賀
、
福
岡
、

熊
本
、
千
葉
、
埼
玉
、
沖
縄
は
比
較
的

硬
度
が
高
い
地
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
水
道
水
は
平
均
硬
度
が
30

～
60
と
さ
れ
、
全
体
の
3
割
が
硬
度
60

以
上
、
1
割
弱
が
硬
度
１
０
０
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
北
海
道
や
東
北

地
方
な
ど
豊
富
な
雪
解
け
水
が
あ
る
地

域
は
必
然
的
に
硬
度
が
低
く
な
り
、
関

東
ロ
ー
ム
層
や
九
州
の
火
山
地
帯
、
珊

瑚
礁
の
多
い
沖
縄
な
ど
で
は
硬
度
が
高

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

欧
米
は
石
灰
岩
地
質
が
多
く
、
河
川

全
長
が
長
く
、
加
え
て
地
下
水
を
水
源

に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
硬
度

２
０
０
～
５
０
０
と
い
う
水
道
水
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
軟
水
に
慣
れ
て
い

る
日
本
人
が
欧
州
で
水
道
水
を
直
接
飲

ん
で
お
腹
を
壊
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
欧
州
の
水
道
水
に
含
ま
れ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

が
、
石
鹸
の
脂
肪
酸
と
結

合
し
て
沈
殿
す
る
た
め
石

鹸
の
泡
立
ち
が
悪
く
、
日

本
の
軟
水
対
応
石
鹸
を

持
ち
込
ん
で
も
泡
立
ち
が

悪
い
の
も
当
然
で
す
。

　

余
談
で
す
が
、
石
鹸
は

天
然
油
脂
と
水
酸
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
（
ま
た
は
水
酸

化
カ
リ
ウ
ム
）
と
で
加
水
分
解
し
て
作

る
脂
肪
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
ま
た
は
脂
肪

酸
カ
リ
ウ
ム
）
が
主
成
分
で
す
。

　

従
来
は
石
油
か
ら
作
っ
て
い
た
台

所
用
合
成
洗
剤
も
、
近
年
は
植
物
油

１
０
０
％
配
合
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ヤ

シ
油
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
合
成

洗
剤
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
ヤ
シ
油
が
原
料
な
ら
ば
、
熱
帯
資
源

の
多
く
を
使
い
、
さ
ら
に
ヤ
シ
園
を
作

る
た
め
に
生
態
系
に
負
担
を
か
け
て

い
る
こ
と
に
な
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

す
。

硬度18の超軟水「高賀の森水」
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ぎふ木遊館公式Instagramのご紹介
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報、館内の様子や木のおもちゃの話等を公式
Instagramにて発信しています！
　まだ来館したことない方も当館の様子がわかりますので、ぜひチェックして、フォローをお願いします。

　６月２０日（土）に「大人のおはなしおもちゃ劇場」を開催しま
した。
　このプログラムは、１８歳以上限定の大人のための木育プロ
グラムです。夜の木育ひろばの空間でじっくり木のおもちゃに触
れ、遊ぶ楽しさや心の栄養を感じる時間を体験していただきま
した。
　ぎふ木遊館では、子どもだけでなく、幅広い世代にも利用し
てもらえるよう、今後も様々なイベントやプログラムを通して、
木と触れ合う楽しさや木育の魅力をお届けしていきます！

＜大人のおはなしおもちゃ劇場を開催しました！＞

＜「青山中学校」×「ぎふ木遊館」コラボ企画を実施しました！＞
　７月10日（金）に岐阜市立青山中学校とぎふ木遊館とのコラボ企
画「森と人をつなぐ私たちのアイデア～その仕事、AIじゃなくて中学
生に任せてプロジェクト～」を開催しました。
　活動の初日は、青山中学校２年生の生徒が、本県の森林や林業の
現状と「ぎふ木育」の取組について学習し、全身で木を感じられる木
のおもちゃによる遊びや、スタッフとして働く職場体験を行いました。
　今後は、今回の体験をふまえ、同校生徒と当館職員とのグループ
ワークなどにより、これからの「ぎふ木育」やぎふ木遊館の取組につ
いて一緒に考えていきます。

【今後のスケジュール】
○意見交換会（９月１０日（木））
　　当館職員を交え、グループごとに「ぎふ木育」や
　　ぎふ木遊館の取組について意見交換
○発表会（１０月１６日（金））
　　「ぎふ木育」やぎふ木遊館の取組について、
　　グループごとに発表、提案
【同校生徒と当館職員との協働について】
　期間中は、同校生徒が校内・自主学習として調査や情報収集など
を行い、提案に向けた準備を進めます。その過程では、校内学習に
当館職員が参加し意見交換を行ったり、来館による調査や職員への
聞き取りなどを行いながら、共に考えていきます。

木育ひろば体験

さとやまさん体験
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（ｍｏｒｉｎｏｓ）は、身近な自然の中で安全に活動するため
に必要な知識と判断力を育むことを大切に、体験と学びを往復するプログラムを実施しています。今回は野外におけ
る対応力を学ぶプログラムについて紹介します！

今回のプログラムでは、加古川医療センター救急科部長であり、ドクターヘリ・ドクターカーで数多くの緊急現場に携
わってこられた伊藤岳先生を講師にお迎えし、『救急救命医から学ぶファーストエイド講座』を開催しました。

本講座では、「現場で体調の異変がある人に出会ったとき、どのように評価し、判断し、行動するか」という実践的な
テーマを軸に、野外活動や医療資源の限られた環境で求められるファーストエイドの考え方を学びました。

講義は、「帰り道、具合が悪そうな人に出会ったときに行
動できる」という明確な目標からスタートし、参加者一人ひと
りが自分の事として考える内容となりました。

「様子を見る」という判断自体がリスク要因になり得ると
いう観点が示され、頭痛や胸の違和感、冷や汗など、一見軽
微に思える症状や、一時的に回復するケースほど、重大な疾
患のサインの可能性があるという指摘は、多くの参加者に
とって新たな気づきとなりました。「なんとなく大丈夫」とい
う感覚に頼るのではなく、客観的に異常を捉え、早期に行動
することの重要性が強調されました。

また、命に関わるリスクを優先順位で評価する「ABCDEアプローチ
（気道・呼吸・循環・意識・環境）」について具体的に学びました。呼吸
数や脈拍の変化といったバイタルサインの見方や、異常の見極め、さら
には圧迫止血の実践的な方法など、現場で活用できる知識が数多く紹
介され、参加者からは高い関心が寄せられました。

さらに、山岳遭難の実態や、外傷だけでなく心疾患や脳疾患が事故
の引き金となるケースについても解説があり、異常の予兆に気づくとい
う視点の大切さが共有されました。

参加者からは、「これまで考えたことのない視点を学べた」「現場で
の判断の重要性を強く実感した」「継続的に学び続けたい」といった声
があがり、充実した学びの機会となりました。

今回の講座を通して、現場で求められるのは、単なる知識や技術だけ
ではなく、「異常を認知し、適切な判断を下し、行動につなげる力」であ
るということが改めて認識されました。今後もこのような学びの機会を
継続し、安全で質の高い活動の実現に向けて取り組んでいきます。

morinosHPでは、こうした日常風景からプログラムまで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

＜救急救命医から学ぶファーストエイド講座＞

講義中の伊藤岳先生

頸動脈で脈を診る

頭部の止血を実演（かなり強く！）
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5

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり”
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な取組みを行っています。こ
うした取組みの内容について連載で紹介します。

●詳しい内容を知りたい方は　TEL 058-272-1111内線（4345） 森林活用推進課 森林サービス産業支援係まで

シリーズ

森林空間活用促進事業
～森林空間の活用を図るための施設の設置・改修～

■事業目的

■事業概要

■取組状況

　近年、森林空間を健康、観光、教育等の多様な分野で活用する「森林サービス産業」が注目されつつありま
す。一方で、森林空間においては利用者のニーズに対応した施設整備の現状や利便性が課題となっています。
　本事業では、森林空間における新たな施設の整備や既存施設の改修等を支援することで、休憩施設や歩道等
の整備を進め、県民の森林空間の利活用を促進することを目的としています。

　令和4年度から令和7年度までの間に、本事業の支援を活用し、県内38か所の森林空間施設が新設または改
修されました。事業実施後のアンケートでは、「あまり変わらない」と回答した市町村もあった一方で、「地域の森
林に入る機会が増えた」と回答した市町村も見られました。また、多くの市町村から、「地域の森林空間がより利
用しやすくなった」「今後は地域全体で森林空間を保全していきたい」といった回答が寄せられ、本事業が森林
空間の利活用や保全意識の向上に寄与していることがうかがえました。
　令和8年度においても、本事業の支援により、6か所の森林空間施設で新設または改修が進められています。
森林浴やトレッキングなどを通じて、より多くの県民の皆様に森林空間を身近に感じていただき、その魅力に触れ
ていただけることを期待しています。

・森林空間を健康、観光、教育など多様な分野で活用し、森林の新たな価値を創造するため、歩道や休憩施設
等の整備を支援します。

　○補助対象：市町村
　○補助上限：【施設整備タイプ（新設）】上限5,000千円／施設（事業の実施は1回／施設 限り）
　　　　　　  【既存施設改修タイプ（改修）】上限3,000千円／施設（事業の実施は1回／施設 限り）

原火谷遊歩道における展望デッキ設置等（坂祝町）
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相生公民館（郡上市公民館    地区館）

■施設の概要

事業主体 相生公民館

事業年度 令和7年度

構造
延床面積

鉄骨造　２階建
922㎡

施設用途 相生公民館　コミュニティルーム

助 成 額

木材使用量
使用樹種

県産材使用量 2.12㎥（木質化面積131㎡）
主な使用樹種 ヒノキ

カネサダ番匠

655,000円
（ぎふ県産材利用促進施設等整備事業）

全体事業費 1,337,248円

設 計 者

カネサダ番匠

令和７年１２月５日～令和８年２月２８日

施工業者

工　　期

木の香る
ぎふの施設

郡上市八幡町相生1371-10
内装木質化

160

　相生公民館は、郡上市公民館の地区館として位置づけ
られる公共施設で、地域住民の生涯学習の推進を目的
に、各種教室の運営、クラブ活動への支援、盆踊り大会
や文化祭などの地域行事を実施しています。令和７年度
には相生祭（芸能祭・文化展）の第４０回開催を記念し
て、館内の一室を内装木質化、また、木製家具等の備品
を導入し、地区住民の誰もが気軽に集える空間の整備を
行いました。

　内装木質化による改修に合わせて、室内のテーブルや
椅子、壁面の収納棚を一体的に整備しました。利用者
からの声をもとに、温かみのある空間デザインにこだわ
り、公共施設とは思えない仕上がりとなっています。

問い合わせ先

　利用者からは「岐阜県産材なんだ！」「木の匂いが落
ち着くね」「いろんな木の模様があるんだ」などの声が
寄せられ、施設の利活用への機運を高める改修を行う
ことができました。

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

相生公民館　　
ＴＥＬ：0575-63-2911

広葉樹の木目や
色味を楽しめる
テーブル

＜施工前＞

＜施工後＞

施　設　全　景

公民館利用の様子
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
谷
口 

吾
郎

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

164

森林と人を
活かす知恵

あ
と
十
年
も
し
た
ら
、こ
ん
な
話
す
る
も
ん
も
お
ら
ん

　
　
　
　
　      ―

 

竹
屋
だ
っ
た
古
民
家
で
考
え
た
こ
と
。

森
林
研
究
所
　
渡
邉 

仁
志

下
層
植
生
タ
イ
プ
に
基
づ
く
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の

生
態
的
管
理
を
考
え
る（
１
）

研究
コーナー 「

あ
と
十
年
も
し
た
ら
、
こ
ん
な
話
す
る

も
ん
も
、
お
ら
ん
よ
う
に
な
る
わ
な
ぁ
。
」

家
の
裏
山
に
あ
る
稲
荷
神
社
の
小
さ
な
お

祭
り
で
、
八
十
歳
を
超
え
る
地
域
の
方
が
笑

い
な
が
ら
そ
う
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
方
に
よ
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
一
帯
は

昔
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
竹
林
が
広
が
っ
て

い
た
と
い
う
。

「
そ
れ
こ
そ
、
お
宅
の
と
こ
ろ
が
竹
屋
さ

ん
や
っ
た
か
ら
ね
。
」

私
は
美
濃
市
に
築
百
年
を
超
え
る
町
家
を

譲
り
受
け
、
改
修
し
て
暮
ら
し
始
め
た
。
こ

の
家
が
か
つ
て
竹
屋
を
営
み
、
地
域
の
「
花

み
こ
し
」
で
使
う
竹
材
も
担
っ
て
い
た
こ

と
、
そ
の
前
は
木
材
も
扱
い
、
さ
ら
に
さ
か

の
ぼ
れ
ば
長
良
川
で
木
材
や
竹
を
運
ぶ
船
頭

だ
っ
た
こ
と
も
、
地
域
で
出
会
っ
た
方
々
と

の
会
話
の
中
で
少
し
ず
つ
教
え
て
い
た
だ
い

た
。一

軒
の
家
の
歴
史
は
、
気
が
つ
け
ば
美
濃

町
の
歴
史
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
話
の
ほ
と
ん
ど
が
資
料
に
は

残
っ
て
い
な
い
。
竹
屋
と
い
う
仕
事
が
地
域

の
風
景
を
ど
う
つ
く
り
、
人
々
が
ど
ん
な
暮

ら
し
を
営
ん
で
き
た
の
か
。
そ
れ
ら
は
地
域

で
生
き
て
き
た
人
の
記
憶
と
そ
の
面
影
の
中

に
だ
け
残
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
「
あ
と
十
年
も
し
た
ら
忘

れ
ら
れ
る
」
と
い
う
言
葉
が
重
く
響
い
た
。

私
は
古
い
町
並
み
や
古
民
家
が
好
き
だ
。

ま
た
地
域
の
お
年
寄
り
の
話
を
聞
く
時
間
が

好
き
で
、
許
さ
れ
る
な
ら
ず
っ
と
聞
い
て
い

た
い
。

話
を
聞
い
て
い
る
と
、
一
つ
の
家
が
町
へ
、

町
が
川
へ
、
川
が
山
へ
と
つ
な
が
り
、
そ
れ

ま
で
点
だ
っ
た
も
の
が
一
本
の
線
に
な
っ
て

い
く
。
そ
の
つ
な
ぎ
直
さ
れ
て
い
く
物
語
に

立
ち
会
え
る
こ
と
が
、
た
ま
ら
な
く
面
白

い
。一

方
で
、
私
は
文
章
を
書
く
こ
と
が
あ
ま

り
得
意
で
は
な
い
。

だ
か
ら
、
貴
重
な
お
話
を
聞
い
て
も
、
そ

の
場
の
感
動
だ
け
を
持
ち
帰
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
何
度
も
「
書
き

残
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し
て
き

た
。そ

れ
で
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
た
く

は
な
い
。
最
近
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
文
字
起
こ
し

な
ど
、
話
し
言
葉
を
そ
の
ま
ま
記
録
で
き
る

技
術
が
身
近
に
な
っ
て
き
た
。
文
章
を
書
く

こ
と
が
得
意
で
な
く
て
も
、
地
域
の
方
々
の

語
り
を
未
来
へ
手
渡
す
こ
と
は
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
新
し
い
技
術
の
力
も
借
り
な
が

ら
、
こ
の
町
に
残
る
物
語
を
一
つ
で
も
多
く

書
き
留
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

森
林
文
化
と
い
う
と
、
木
材
利
用
や
林
業

技
術
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
古
民
家
で
暮
ら
し
始
め
た
私
は
、
そ
の
見

方
が
少
し
変
わ
っ
た
。

竹
屋
と
い
う
仕
事
が
竹
林
を
守
り
、
船
頭

が
山
の
木
を
川
で
運
び
、
人
々
の
暮
ら
し
が

町
並
み
を
育
ん
で
き
た
。
そ
の
営
み
は
建
物

だ
け
で
な
く
、
人
の
記
憶
や
語
り
の
中
に
も

息
づ
い
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
古
民
家
を
そ
の
ま
ま
残
せ
ば

よ
い
と
は
思
わ
な
い
。
我
が
家
も
耐
震
補
強

や
断
熱
改
修
を
施
し
、
現
代
の
暮
ら
し
に
合

わ
せ
て
手
を
入
れ
た
。

し
か
し
、
建
物
を
新
し
く
す
る
こ
と
と
、

そ
の
土
地
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
物
語
ま
で
失

う
こ
と
は
違
う
。

建
物
や
森
は
残
す
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ

ど
、
人
の
語
り
は
、
耳
を
澄
ま
せ
る
人
が
い

な
け
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
。

森
林
文
化
と
は
、
木
や
建
物
だ
け
で
は
な

い
。
そ
こ
に
生
き
て
き
た
人
々
の
営
み
や
記

憶
、
地
域
に
宿
る
物
語
を
受
け
渡
し
て
い
く

こ
と
で
も
あ
る
の
だ
と
、
竹
屋
だ
っ
た
古
民

家
が
私
に
教
え
て
く
れ
た
。
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森
林
研
究
所
　
渡
邉 

仁
志

下
層
植
生
タ
イ
プ
に
基
づ
く
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の

生
態
的
管
理
を
考
え
る（
１
）

研究
コーナー

は
じ
め
に

森
林
の
公
益
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
、近
年
、全
国
で
森
林
配
置
計
画
（
ゾ
ー

ニ
ン
グ
）
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
岐
阜
県

で
も
、
森
林
を
環
境
保
全
林
と
木
材
生
産
林

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
た
施

業
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ど
ち
ら
の
目
的
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず

は
林
内
の
表
土
流
亡
（
細
土
、
礫
、
リ
タ
ー

の
流
出
）
を
抑
え
、
地
表
面
の
安
定
化
を
図

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
表
土
流
亡
は
、
下
層
植
生
や
リ
タ
ー

に
よ
る
林
床
被
覆
に
よ
っ
て
低
減
さ
れ
得
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
壮
齢

期
以
降
の
ヒ
ノ
キ
一
斉
人
工
林
で
は
、
林
冠

閉
鎖
と
林
床
の
光
量
不
足
が
進
み
、
下
層
植

生
が
衰
退
す
る
こ
と
で
、
他
樹
種
に
比
べ
て

表
土
流
亡
が
継
続
し
て
発
生
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
県
内
人
工
林
の
多
く
を
ヒ

ノ
キ
が
占
め
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
ヒ
ノ

キ
林
を
適
切
に
管
理
す
る
方
法
の
確
立
は
重

要
な
課
題
で
す
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
二
号
に
わ
た
り
ヒ
ノ

キ
林
の
下
層
植
生
に
着
目
し
た
森
林
管
理
の

考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。
と
く
に
、
下
層
植

生
の
維
持
・
回
復
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な

シ
ダ
型
の
下
層
植
生
タ
イ
プ
が
分
布
し
な
い

た
め
、
冷
温
帯
域
で
は
、
光
条
件
が
悪
化
し

て
草
本
や
落
葉
木
本
が
生
育
で
き
な
く
な
る

と
、
貧
植
生
型
し
か
成
立
し
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
標
高
約
四
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
m
と
い
う
相
対
的
に
標
高
が
高

施
業
が
有
効
な
の
か
を
、
現
場
で
活
用
で
き

る
形
で
整
理
し
ま
す
。

  下
層
植
生
の
タ
イ
プ
分
類
（
サ
サ
に
注
目
し
て
）

表
土
流
亡
を
抑
え
る
効
果
は
、
下
層
植
生

タ
イ
プ
（
下
層
植
生
の
優
占
種
や
植
被
率
）

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

は
じ
め
に
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

た
下
層
植
生
タ
イ
プ
に
、「
サ
サ
型
」
を
新

た
に
追
加
し
、
各
タ
イ
プ
の
効
果
を
再
評
価

し
ま
し
た
。
サ
サ
型
と
は
、
本
州
中
部
太
平

洋
側
の
寡
雪
地
域
に
分
布
す
る
ミ
ヤ
コ
ザ
サ

や
ス
ズ
タ
ケ
が
優
占
す
る
植
生
タ
イ
プ
で

す
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
こ
れ
ま
で
に
効
果
の

検
証
や
他
の
植
生
型
と
の
比
較
が
十
分
に
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
位
置
づ
け
が
明
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

岐
阜
県
南
部
の
ヒ
ノ
キ
林
で
行
っ
た
多
点

調
査
で
は
、
サ
サ
型
は
、
草
本
型
、
低
木
型
、

貧
植
生
型
よ
り
も
出
現
す
る
標
高
が
限
定
的

で
あ
り
、
シ
ダ
型
よ
り
高
標
高
域
に
分
布
す

る
傾
向
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
出
現

す
る
林
分
の
収
量
比
数
は
高
い
傾
向
に
あ

り
、
混
み
合
っ
て
過
密
な
林
分
に
も
み
ら
れ

ま
し
た
（
図
1
a
）。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
暖
温
帯
域
の
よ
う
に
常
緑
木
本
や

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

０
５
７
５

－

３
３

－

２
５
８
５

森
林
研
究
所
ま
で

い
地
域
に
お
い
て
、
林
分
疎
密
度
が
高
く
光

条
件
が
や
や
悪
化
し
た
環
境
下
に
も
、
サ
サ

が
優
占
す
る
植
生
タ
イ
プ
が
出
現
し
得
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

サ
サ
型
の
特
徴
を
み
る
と
、
全
層
の
植
被

率
は
、
草
本
型
や
低
木
型
と
同
程
度
で
し
た

が
（
図
省
略
）、
地
上
高
六
〇
cm
未
満
の
草

本
層
に
限
れ
ば
、
シ
ダ
型
と
同
等
に
高
い
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
（
図
1
b
）。
サ
サ
型
は
、

葉
層
と
リ
タ
ー
層
が
重
層
的
に
地
表
を
覆
っ

て
い
る
た
め
、
表
土
流
亡
の
抑
止
効
果
が
高

い
と
さ
れ
る
シ
ダ
型
と
同
様
に
、
表
土
流
亡

が
発
生
し
に
く
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
表
土
流
亡
の
発
生

リ
ス
ク
は
、
シ
ダ
型
＝
サ
サ
型≦

草
本
型＜

低
木
型≪

貧
植
生
型
の
順
に
高
く
な
り
ま
し

た
（
図
1
c
）。
こ
の
こ
と
は
、
ヒ
ノ
キ
林

下
に
お
け
る
表
土
流
亡
リ
ス
ク
は
一
様
で
は

な
く
、
下
層
植
生
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
そ
の
リ

ス
ク
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
下
層
植
生
を
適
切
に
管
理
す

れ
ば
、
そ
の
リ
ス
ク
が
低
減
で
き
る
可
能
性

も
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
場

の
下
層
植
生
タ
イ
プ
の
正
し
い
把
握
が
、
施

業
方
針
を
検
討
す
る
う
え
で
の
出
発
点
と
な

り
ま
す
。

次
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
下
層
植
生
を
維
持
し
、
表
土
流
亡

を
防
ぐ
た
め
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
管
理
方
法

を
提
案
し
ま
す
。

渡邉仁志 図1

下
層
植
生
の
植
被
率
合
計
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%
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図1 下層植生タイプ別の収量比数（a）、草本層（b）の植被率合計、および土壌侵食危険度
指数（c）

図 1　下層植生タイプ別の収量比数（a）、草本層（b）の植被率合計、および土壌侵食危険度指数（c）

1717 MORINOTAYORI



普及コーナー

多
雪
地
域
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
か
ら
植
栽
木
を
守
る

必
要
最
小
限
の
対
策
を
模
索
中

岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所
　林
業
課
　田 

口 

正 

英

地
域
の
場
合
は
、
忌
避
剤
だ
け
で
は
食

害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
効
果
的
な

防
除
方
法
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
事
業
者
も
同

様
の
認
識
で
あ
り
、
シ
カ
柵
や
単
木
防

護
資
材
で
は
積
雪
に
伴
う
維
持
管
理
が

難
し
く
、
過
去
に
隣
接
地
で
忌
避
剤
を

施
工
し
た
カ
ラ
マ
ツ
も
激
し
い
食
害
を

受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
忌
避
剤
だ
け

で
は
不
十
分
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
必
要
最
小
限
の
防
護
に
加

え
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
等
を
活
用
し
た

効
率
的
な
シ
カ
捕
獲
が
で
き
な
い
か
模

索
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

当
方
か
ら
岐
阜
県
森
林
研
究
所
お
よ

び
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
へ

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
岐
阜
県
野
生
動
物

管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
、
岐
阜
県
環
境
生

活
部
環
境
生
活
政
策
課
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
関
係
者
が
現
地
に
集

ま
る
機
会
を
調
整
し
、
対
策
を
検
討
し

た
結
果
、
餌
づ
け
に
よ
る
誘
引
捕
獲
は

避
け
、
忌
避
剤
散
布
や
部
分
的
な
シ
カ

柵
に
よ
る
「
守
る
対
策
」
に
加
え
、
次

元
さ
れ
る
割
合
は
い
く
ら
だ
ろ
う
か
、

コ
ン
テ
ナ
苗
・
資
材
が
地
域
外
企
業
で

製
造
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
地
域
内

に
利
益
が
残
る
方
法
は
な
い
の
か
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

〇
多
雪
地
域
で
シ
カ
か
ら
植
栽
木
を
守

る
防
護
と
捕
獲
の
試
み

　

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

た
な
か
、
某
再
造
林
実
施
事
業
者
が
高

山
市
荘
川
地
域
に
お
い
て
カ
ラ
マ
ツ
の

再
造
林
を
行
う
に
あ
た
り
、
「
費
用
を

で
き
る
限
り
抑
え
た
植
栽
木
の
防
護
対

策
」
と
「
省
力
・
効
率
的
な
シ
カ
捕
獲

対
策
」
を
併
せ
て
実
施
し
た
い
と
い
う

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

『
シ
カ
害
防
除
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
シ
カ

柵
で
植
栽
木
を
ま
も
る
～
（
令
和
２
年

３
月
版
）
』
（
国
立
研
究
開
発
法
人 

森

林
研
究
・
整
備
機
構 

森
林
整
備
セ
ン

タ
ー
）
に
よ
る
と
、
積
雪
深
が
１
５
０

㎝
を
超
え
る
場
合
、
対
策
と
し
て
は
忌

避
剤
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
シ
カ
の
生
息
密
度
が
高
い
多
雪

〇
は
じ
め
に

　

令
和
５
・
６
年
度
に
森
林
環
境
保

全
直
接
支
援
事
業
の
担
当
と
な
り
、
主

伐
・
再
造
林
を
推
進
す
る
立
場
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
某
森
林
組
合
か
ら
「
忌
避

剤
だ
け
で
は
植
栽
木
が
食
害
さ
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
下
、
「
シ

カ
」
と
い
う
。
）
が
生
息
し
て
い
る
た

め
、
シ
カ
柵
ま
た
は
単
木
防
護
が
必

要
。
積
雪
が
あ
る
た
め
、
単
木
防
護
に

よ
る
シ
カ
対
策
を
行
い
た
い
」
と
の
相

談
が
あ
り
、
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
補
助
制
度
は
県
の
標
準
単
価
に

対
し
て
実
質
最
大
95
％
の
補
助
金
を
交

付
す
る
仕
組
み
で
、
単
木
防
護
（
生
分

解
性
耐
雪
仕
様
）
の
単
価
は
地
拵
え
＋

植
栽
（
コ
ン
テ
ナ
苗
ス
ギ
）
の
約
２
倍

で
し
た
。
そ
れ
を
知
り
、
「
単
木
防
護

の
単
価
が
高
す
ぎ
る
」
「
こ
の
単
価
で

の
再
造
林
は
予
算
を
圧
迫
す
る
」
と
い

う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
経
費
の
う
ち
地
域
に
還

の
こ
と
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
誘
導
柵
お
よ
び
林
地
残
材
（
主
伐
時

の
枝
葉
等
）
に
よ
る
シ
カ
の
移
動
経

路
の
制
限

②
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
シ
カ

の
移
動
経
路
の
把
握
と
効
率
的
な
捕

獲
の
推
進

　

こ
の
際
、
「
シ
カ
の
動
向
を
予
測
し

た
誘
導
柵
を
設
置
す
る
こ
と
」
、
「
維

持
管
理
が
容
易
な
林
道
等
に
近
い
場

所
に
捕
獲
位
置
を
設
定
す
る
こ
と
」
を

普
及
指
導
員
と
し
て
助
言
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
以
下
の
図
・
写
真
参
照
）
。

〇〇
はは
じじ
めめ
にに  

令
和
５
・
６
年
度
に
森
林
環
境
保
全
直

接
支
援
事
業
の
担
当
と
な
り
、
主
伐
・
再

造
林
を
推
進
す
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
際
、
某
森
林
組
合
か
ら
「
忌
避
剤

だ
け
で
は
植
栽
木
が
食
害
さ
れ
て
し
ま
う

ほ
ど
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
下
、「
シ
カ
」
と
い

う
。）
が
生
息
し
て
い
る
た
め
、
シ
カ
柵
ま

た
は
単
木
防
護
が
必
要
。
積
雪
が
あ
る
た

め
、
単
木
防
護
に
よ
る
シ
カ
対
策
を
行
い

た
い
」
と
の
相
談
が
あ
り
、
補
助
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
補
助
制
度
は
県
の
標
準
単
価
に
対

し
て
実
質
最
大95

％
の
補
助
金
を
交
付

す
る
仕
組
み
で
、
単
木
防
護
（
生
分
解
性

耐
雪
仕
様
）
の
単
価
は
地
拵
え
＋
植
栽
（
コ

ン
テ
ナ
苗
ス
ギ
）
の
約
２
倍
で
し
た
。
そ

れ
を
知
り
、「
単
木
防
護
の
単
価
が
高
す
ぎ

る
」「
こ
の
単
価
で
の
再
造
林
は
予
算
を
圧

迫
す
る
」
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
経
費
の
う
ち
地
域
に
還
元

さ
れ
る
割
合
は
い
く
ら
だ
ろ
う
か
、
コ
ン

テ
ナ
苗
・
資
材
が
地
域
外
企
業
で
製
造
さ

れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
地
域
内
に
利
益
が

残
る
方
法
は
な
い
の
か
と
考
え
て
い
ま
し

た
。 

〇〇
多多
雪雪
地地
域域
でで
シシ
カカ
かか
らら
植植
栽栽
木木
をを
守守
るる

防防
護護
とと
捕捕
獲獲
のの
セセ
ッッ
トト
（（
複複
合合
的的
対対
策策
のの

試試
みみ
））  

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た

な
か
、
某
再
造
林
実
施
事
業
者
が
高
山
市

荘
川
地
域
に
お
い
て
カ
ラ
マ
ツ
の
再
造
林

を
行
う
に
あ
た
り
、「
費
用
を
で
き
る
限
り

抑
え
た
植
栽
木
の
防
護
対
策
」
と
「
省
力
・

効
率
的
な
シ
カ
捕
獲
対
策
」
を
併
せ
て
実

施
し
た
い
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

『
シ
カ
害
防
除
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
シ
カ
柵
で

植
栽
木
を
ま
も
る
～
（
令
和
２
年
３
月

版
）』（
国
立
研
究
開
発
法
人 
森
林
研
究
・

整
備
機
構 

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る

と
、
積
雪
深
が
１
５
０
㎝
を
超
え
る
場
合
、

対
策
と
し
て
は
忌
避
剤
を
選
択
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
シ
カ
の
生
息
密
度

が
高
い
多
雪
地
域
の
場
合
は
、
忌
避
剤
だ

け
で
は
食
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
効
果

的
な
防
除
方
法
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
事
業
者
も
同

様
の
認
識
で
あ
り
、
シ
カ
柵
や
単
木
防
護

資
材
で
は
積
雪
に
伴
う
維
持
管
理
が
難
し

く
、
過
去
に
隣
接
地
で
忌
避
剤
を
施
工
し

た
カ
ラ
マ
ツ
も
激
し
い
食
害
を
受
け
て
い

た
こ
と
か
ら
、
忌
避
剤
だ
け
で
は
不
十
分

だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
必
要
最
小
限
の
防
護
に
加
え
、

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
効
率
的
な

シ
カ
捕
獲
が
で
き
な
い
か
模
索
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

当
方
か
ら
岐
阜
県
森
林
研
究
所
お
よ
び

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
岐
阜
県
野
生
動
物
管
理
推

進
セ
ン
タ
ー
、
岐
阜
県
環
境
生
活
部
環
境

生
活
政
策
課
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
関
係
者
が
現
地
に
集
ま
る
機
会
を
調

整
し
、
対
策
を
検
討
し
た
結
果
、
頻
繁
な

見
回
り
が
必
要
と
な
る
「
餌
づ
け
に
よ
る

誘
引
捕
獲
」
は
避
け
、
忌
避
剤
散
布
や
部

分
的
な
シ
カ
柵
に
よ
る
「
守
る
対
策
」
に

加
え
、
次
の
こ
と
を
実
施
し
ま
し
た
。 

①① 

誘誘
導導
柵柵
おお
よよ
びび
自自
然然
障障
壁壁
（（
主主
伐伐
時時
のの

枝枝
葉葉
等等
））
にに
よよ
るる
シシ
カカ
のの
移移
動動
経経
路路
のの

制制
限限  

②② 
••

セセ
ンン
ササ
ーー
カカ
メメ
ララ
をを
活活
用用
しし
たた
シシ
カカ

のの
移移
動動
経経
路路
のの
把把
握握
とと
効効
率率
的的
なな
捕捕

獲獲
のの
推推
進進  

こ
の
際
、「
シ
カ
の
動
向
を
予
測
し
た
誘

導
柵
を
設
置
す
る
こ
と
」、「
維
持
管
理
が

容
易
な
林
道
等
に
近
い
場
所
に
捕
獲
位
置

を
設
定
す
る
こ
と
」
を
普
及
指
導
員
と
し

て
助
言
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
以
下
の
図
・

写
真
参
照
）。 

               

多多
雪雪
地地
域域
でで
二二
ホホ
ンン
ジジ
カカ
かか
らら
植植
栽栽
木木
をを
守守
るる
必必
要要
最最
小小
限限
のの
対対
策策
をを
模模
索索
中中

岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所

林
業
課

田
口

正
英

シカ柵…完全にネット内を獣害から守る。斜面が
緩く、維持管理ができる最小範囲＋加害
獣の行動をコントロール

誘導柵…加害獣の行動をコントロールする。

現地での展開図面
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普及コーナー

多
雪
地
域
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
か
ら
植
栽
木
を
守
る

必
要
最
小
限
の
対
策
を
模
索
中

岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所
　林
業
課
　田 

口 

正 

英

〇
実
施
の
結
果

　

植
栽
か
ら
２
年
経
過
し
ま
し
た
が
、

植
栽
木
に
大
き
な
被
害
は
な
く
、
健
全

な
成
長
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
部
分
的
な

シ
カ
柵
に
つ
い
て
も
傾
斜
が
ゆ
る
い
箇

所
へ
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
雪
害
も

な
く
維
持
管
理
も
容
易
で
し
た
。
大
規

模
な
シ
カ
柵
を
設
置
し
、
雪
害
に
よ
り

高
価
な
維
持
管
理
経
費
が
必
要
に
な
る

と
こ
ろ
を
、
必
要
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
誘
導
柵
・
林
地
残
材
・
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
捕
獲
に
つ
い

て
は
、
地
元
猟
友
会
の
捕
獲
者
と
協
力

し
、
餌
付
け
な
し
で
６
頭
の
シ
カ
が
捕

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
7
ー
3
3
ー
1
1
1
1

飛
騨
農
林
事
務
所
ま
で

センサーカメラの設置状況

シカ誘導のイメージ

林地残材の配置状況

獲
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の

活
用
に
よ
り
、
シ
カ
の
移
動
経
路
を
随

時
把
握
し
、
く
く
り
罠
と
誘
導
柵
を
設

置
・
移
動
を
数
回
す
る
こ
と
で
効
率
的

な
捕
獲
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
積
雪
の
影
響
に
よ
り
、
シ
カ
柵
や

単
木
防
護
が
困
難
な
地
域
に
お
い
て
、

新
た
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

〇
こ
ん
な
問
題
点
も

　

実
施
し
た
結
果
、
一
定
の
効
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
が
、
実
施
す
る
中
で
次
の

よ
う
な
問
題
点
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
再
造
林
実
施
事
業
者
は
高
山
市

外
の
業
者
で
し
た
。
有
害
鳥
獣
を
狩
猟

期
以
外
に
捕
獲
す
る
た
め
に
は
、
市
町

村
長
か
ら
指
名
・
任
命
さ
れ
る
「
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
員
」
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
地
元
の
猟
友

会
へ
捕
獲
を
依
頼
す
る
こ
と
で
解
決
し

ま
す
が
、
当
該
地
域
は
人
口
減
少
や
担

い
手
不
足
に
直
面
し
て
お
り
、
さ
ら
に

林
業
事
業
者
と
地
元
猟
友
会
と
の
接
点

が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
た
め
、
市
外
の

事
業
者
が
再
造
林
地
で
有
害
捕
獲
を
行

う
体
制
づ
く
り
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
地
元
に
猟
友
会
が

あ
る
中
、
地
域
外
の
者
が
鳥
獣
捕
獲
を

行
う
こ
と
が
実
質
的
に
困
難
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
市
外
の
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
員
を
受
け
入
れ
た
前
例
が
な
い
な

ど
、
市
外
の
林
業
事
業
者
が
有
害
捕
獲

に
参
入
す
る
こ
と
の
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。

〇
最
後
に

　

こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
普
及
す
る

た
め
、
令
和
８
年
度
よ
り
シ
カ
捕
獲
の

支
援
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
普
及
活
動
の
取
り
組
み

が
、
県
全
体
の
予
算
化
・
制
度
化
に
つ

な
が
っ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

技
術
的
な
指
導
は
経
験
不
足
を
感
じ

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
現
地
に
赴
き
状

況
を
把
握
し
、
事
業
体
の
悩
み
や
要
望

を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
関
係
機
関
と
そ

の
情
報
を
林
政
部
内
で
共
有
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

本
取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

事
業
者
及
び
関
係
機
関
の
み
な
さ
ま
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

誘導柵

枝葉などの林地残材

誘導柵と林地残材を組み合わせてシカの移動経路
を制限し、捕獲エリアを選定

点線：シカの移動

※センサーカメラの設置位置から撮影

主伐時に出る枝葉などの
林地残材を配置する

点線：シカの移動経路の推測が容易になる

約1.5ｍ

誘導柵・センサーカメラの設置の様子
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イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（254）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（161）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（165）

コラム
【健康は日々の積み重ね】
ある時、自分が毎日どれくらいカロリーを摂取しているのか気にな

り、携帯アプリで記録を始めてみました。すると、思っていたより摂取カロリーが
多く、その原因の一つが何気なくつまんでいたお菓子でした。
それまでは、「運動さえしていれば大丈夫」と思い込んでいました。しかし実際
には、運動だけでなく食事とのバランスも欠かせないことを実感しました。正直
なところ、運動量を増やすより、お菓子を一つ減らす方がずっと楽でした。食事を
見直し、無理のない範囲で運動を続けるうちに、寝つきが良くなり、食事もおいし
く感じられるように。不思議と気持ちにも余裕が生まれました。
健康は特別な努力の先に突然訪れるものではなく、毎日の小さな積み重ねの中
にあるのだと思います。食事と運動のバランスを少し意識すること。それが毎日を
豊かに過ごす秘訣なのだと改めて気付きました。

　　「森林のたより」編集委員　森林活用推進課　畑中　愼

10月1日
発行

10月号予定

2026 年8月号（No.875）に掲載した記事に誤りがございました。
P.2 今月の表紙 　誤：「段未来遺産第1号に認定されている」　正：「岐阜未来遺産第1号に認定されている」　 訂正してお詫び申し上げます。お詫びと訂正

回顧　あの日、あの時
長良川9.12豪雨災害（昭和51年9月）

50 年前の9 月、県政史上最大の豪雨災害となった
「長良川9.12 豪雨災害」が 発生。記 事では、林 地
1,317 箇所、林 道 770 箇所など、伊勢湾台風を
上回る規模の被害があったと紹介。自然災害が頻発
する中、この記憶を風化させず、教訓を生かし、さら
に防災意識を高めることが大切です。（編集担当）

私、この現場の担当者です！
森林土木の現場で鍛えられながら、日々レベルアップ中の若手県職員のご紹介

岐阜農林事務所　林業課　治山林道係　技師　豊永 翔馬

林道伊自良～根尾線　伊自良工区開設工事　（山県市長滝）

山県市長滝から本巣市根尾奥谷をつなぐ伊自良～根尾線の開設工事です。幅員4.6m、施工延長は
71m、盛土側には補強土壁工を施工します。

今年度から初めて林道の開設を担当しています。最初に現場を見たときは、こんなところに道ができ
るのかと思っていましたが、工事が進むにつれ徐々に完成形が見えてきて、工事って凄いな、面白い
なと感じています。現場のことはまだまだ知らないことばかりですが、係長をはじめ、現場技術業務
の方や施工業者の方々など、多くの方から学びを得て日々業務に励んでいます。

所属・職氏名

工事名・場所

工 事 内 容

ひ と こ と
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イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（254）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（161）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（165）

コラム
【健康は日々の積み重ね】
ある時、自分が毎日どれくらいカロリーを摂取しているのか気にな

り、携帯アプリで記録を始めてみました。すると、思っていたより摂取カロリーが
多く、その原因の一つが何気なくつまんでいたお菓子でした。
それまでは、「運動さえしていれば大丈夫」と思い込んでいました。しかし実際
には、運動だけでなく食事とのバランスも欠かせないことを実感しました。正直
なところ、運動量を増やすより、お菓子を一つ減らす方がずっと楽でした。食事を
見直し、無理のない範囲で運動を続けるうちに、寝つきが良くなり、食事もおいし
く感じられるように。不思議と気持ちにも余裕が生まれました。
健康は特別な努力の先に突然訪れるものではなく、毎日の小さな積み重ねの中
にあるのだと思います。食事と運動のバランスを少し意識すること。それが毎日を
豊かに過ごす秘訣なのだと改めて気付きました。

　　「森林のたより」編集委員　森林活用推進課　畑中　愼

10月1日
発行

10月号予定

2026 年8月号（No.875）に掲載した記事に誤りがございました。
P.2 今月の表紙 　誤：「段未来遺産第1号に認定されている」　正：「岐阜未来遺産第1号に認定されている」　 訂正してお詫び申し上げます。お詫びと訂正

森林・林業関係イベントカレンダー（10月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

10月1日㈭～
10月2日㈮

機械集材装置運転業務
特別教育

●講習時間：1日　学科　8:50~16:10
　　　　　　2日　実技　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：22,000円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

1日（学科）
ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）
2日（実技）
美濃市曽代地内（予定）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195

10月7日㈬ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間： 学科　  9:00~15:20　
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：12,100円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195

10月27日㈫～
10月28日㈬

簡易架線集材等機械の
運転業務特別教育

●講習時間： 27日　学科　8:50~16:00
　　　　　　28日　実技　8:30~17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：61,160円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。

学科及び実技一部免除者を含む。実技講習は10
名単位の開催となりますので実技受講者が20名
以上の場合は翌日になりますのでお問合せ下さ
い。）

27日（学科）
ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）
28日（実技）
中濃地内山林(予定)

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（7月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（7月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

68,000

70,000

76,000

75,000

155,000

91,000

93,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ４ｍ元木・尺上良材は出材が少なく、入札は平常で価格は保合。ス
ギラミナ向け３ｍ・4ｍ材は強含みで推移している。ヒノキ元木良材４ｍは
出材が少ないものの、入札は平常。ヒノキ３ｍ・４ｍ構造材は弱含み。合板
向けは価格保合ながら納材は順調。製紙向けパルプ材、発電向け未利用
材に原木不足感が強く、需要は高い。（岐阜）
　スギはA材が安定して推移している一方、B材は出荷の鈍化が引き続
いている。ヒノキは全体的に弱含みで、やや落ち着いた動きとなってい
る。広葉樹は概ね安定しているものの、猛暑の影響により若干弱含み傾
向がみられる。12月初旬には広葉樹祭りを控えているため、良質材の出
荷予定がある方には準備をお願いしたい。高値は、ナラ2.3m×40㎝
＠42,200円、クリ2.1m×40㎝＠43,000円、サクラ2.2ｍ×30㎝
@30,000円、ヒノキ4.0ｍ×36㎝@37,700円。（飛騨）
　スギ・ヒノキの並材は出材量が減少したものの、両樹種ともに良材の取
引きが堅調で、市場全体を支える展開となり、全体としては活気が感じら
れた。ヒノキは、4m元木・中目良材が保合で推移。３mの元木尺上材・柱役
物材、中目材は引き合いが強く保合を維持している。一方で、構造材向け
の並材は３ｍ・４mともに弱保合で推移。２mの尺上良材は保合を維持した
一方、20cm以下の材は引き合いが弱く弱含み。スギは、4m元木・中目良
材が引き合い好調で強保合を維持。４m（24cm以上）構造材、３m材中
目材も品薄感が強く、相場は強保合で推移。合板向けは価格は保合、納
材は順調。ラミナ向けも価格は横ばいで推移しているが、今後の動向に
は注視が必要。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

自然の風や太陽光、地熱などの自然エネルギーを最大限に活用するように設
計された住宅のこと。一般に、機械設備に頼らず、設計手法で省エネを実現
する住宅を指すことが多い。ドイツが先行しており、その基準を導入した住宅
が、日本でも建築されるようになった。ドイツの規格では、床面積あたりの一
次エネルギー消費量及び冷・暖房負荷、そして気密性能の基準を満たす必要
がある。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1904回

岐
阜
共
販
所

第1508回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～22㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

30㎝以上元

－

－

－

－

14,600

－

－

61,600

－

－

40,000

－

－

－

－

－

－

－

37,700

－

－

－

－

－

－

－

－

27,000

29,000

59,000

－

－

26,000

69,000

－

－

14,600

13,500

14,500

14,300

13,000

17,000

19,500

18,000

20,000

19,000

18,000

－

14,700

14,800

14,000

19,900

19,200

19,200

19,000

－

12,000

13,000

－

14,000

14,000

14,500

15,000

19,500

19,500

28,000

12,000

19,600

19,500

29,000

29,500

－

第1842回

東
濃
共
販
所

木材市場

450
442
486
－

→
→

→

－

2,249

662

3,352

3,240

13,392

3,000

4,000

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

パッシブハウス

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4m

5m

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍまつ

7月23日

7月14日

7月22日
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